
②訪問看護ステーションモデル ③医療・介護等一体提供モデル ④認知症対応モデル
安城市 豊川市 田原市 新城市 豊明市 半田市 岡崎市 豊田市 北名古屋市

主な成
果・課
題
（自己
評価）

○　マッチング交流会で
は、町内会や介護事業
所等が協力、連携する
きっかけ作りを行い、そ
れにより住民活動団体・
事業所等が相互に知る
機会が得られた。（マッ
チング例：リハビリスタッ
フが町内会の活動で介
護予防体操の講師で参
加等）

●　介護予防講座につ
いて、男性に関しては
参加が少ない。

○　認知症予防教室はＪ
Ａ愛知みなみ、厚生連
と、口腔教室は歯科医
師会と協力して実施し
たが、他機関と連携して
実施ができたことは、市
と関係機関のネットワー
ク強化にとって有意義
であった。

○　家族交流会では医
師による講話を行ったこ
とから、認知症介護者の
心のケアと認知症の理
解促進ができた。

○　住民や関連組織の
参画と合意形成のプ
ラットホーム整備ができ
た。

●　具体的な取組の推
進に向けて、組織整備・
役割分担、今後の構想
等の明確化を図る必要
がある。

○　高齢者認知症傾向
アンケートにより、要介
護認定のない高齢者の
認知傾向を把握するこ
とができた。
　さらに、認知機能の低
下が中等度以上の対象
者に対して、地域包括
支援センターによる戸
別訪問を実施することが
できた。

－ － －

・　引き続き、会議、研修、
市民フォーラム等を実施し
ていく。
・　「在宅見守りノート」を活
用して、多職種間で情報
共有を図っていくとともに、
リアルタイムでの情報共有
を目指して、ＩＣＴの導入を
引き続き検討する。
・　新たな介護予防事業、
住まい対策の検討に取り
組んでいく。

・　引き続き、会議、研修、
普及啓発等を実施してい
く。
・　ＩＣＴについては、システ
ムが関係機関にとって魅
力的で使いやすいものに
なるよう、様式などシステム
のブラッシュアップを図り、
継続的に運用できるよう管
理する。
・　新たな介護予防事業、
住まい対策の検討に取り
組んでいく。

・　引き続き、会議、研
修、普及啓発等を実施
していく。
・　　唯一の病院である
渥美病院とも定期的に
会議を開催し、連携を
検討していく。
・　新たな介護予防事
業、住まい対策の検討
に取り組んでいく。

・　各会議、研修、市民
フォーラム等を引き続き実
施する。
・　住まい対策協議会を設
置・開催し、低所得要支
援・要介護高齢者向けの
住まいの確保に向けた検
討を進める。
・　ボランティアセンター
（社会福祉協議会）との情
報共有及び協力体制を強
化する。

・　引き続き、「いきいき笑
顔ネットワーク」等の運営、
多職種による研修会の開
催、けやきいきいきプロ
ジェクトの推進等に取り組
む。
・　家族介護者支援、介護
予防事業、生活支援、認
知症対策など、介護分野
に関する取組を拡充する。
・　ＵＲと連携し、豊明団地
における住宅対策の取組
を進める。

・　各会議、研修、市民
フォーラム等を引き続き
実施する。
・　住まいの確保に向け
て検討組織を立ち上
げ、必要な取組を実施
する。
・　ICTシステムの導入、
認知症初期集中支援
チームの設置、認知症
徘徊捜索模擬訓練の実
施、認知症カフェの運
営などを進めていく。

・　関係機関連絡会議
については、平成27年
度以降も引き続き開催
していく。
・　地域包括ケア関係
者の研修については、
多職種を対象とした研
修会を実施する予定で
ある。
・　「認知症支援ノート」
を配布し、活用を開始
する。在宅医療連携協
議会は引き続き開催
し、ＩＣＴの具体的な導
入時期等について検討
を進める。

・関係機関連絡会議
については、平成27
年度以降も引き続き
開催していく。
・　在宅医療連携協
議会は引き続き開催
し、在宅医療支援機
能の検討及び実施を
進めていく。

・　関係機関連絡会議
については、平成27年
度以降も引き続き開催
していく。
・　在宅医療連携協議
会についても、平成27
年度以降も引き続き開
催し、特に、ＩＣＴの導入
については、導入の検
討をしていく予定であ
る。
・　その他、多職種連携
研修会や、市民向け講
演会等についても引き
続き実施していく。

◇認知症に関する取組

・認知症対応検討会議
　４回開催
【構成員】市医師会、市
歯科医師会、市薬剤師
会、認知症支援ネット
ワーク等
【内容】認知症ケアパス
の内容検討、認知症カ
フェ設置の検討、見守
り･捜索体制、初期集中
支援の検討　等

・認知症に関する研修
　２回開催（参加人数：２
５名、３１３名　計３３８
名）
【内容】認知症ケアパス
の活用による認知症の
人の支援、認知症理解
促進について　等

・高齢者認知症傾向ア
ンケートの実施
　要支援・要介護認定
者については認定調査
時に得た情報を活用、
介護認定非該当者につ
いては、認知症傾向を
把握するためのアン
ケート調査を実施
【内容】生活場面の記憶
力・意欲等について

平成２７年度以
降の主な取組

分野 項目
①地区医師会モデル ⑤単年度モデル

－ － －

その他
の取組

その他
の取組

◇ＩＣＴ以外の情報共有

　安城市版の在宅療養
手帳である「在宅見守り
ノート」を今年度中に２５
０部作成し、配布する予
定

◇後方支援病床の確保

　基幹病院の一つであ
る八千代病院が、平成
２６年１１月に地域包括
ケア病棟４６床を開設。
開業医の後方支援病床
として確保

◇事業所・住民等の交
流の取組

　地域福祉マッチング交
流会を１回開催（参加人
数：３５４名）

◇介護の取組

　利用者等の負担軽減
のため、介護施設等で
使用する様式(診断書
等)の統一化を目指し、
各分野で協議中

◇介護予防の取組

・アラフィフ健幸講座（５
０歳前後の女性に対す
る健康づくりに関する講
座）を４回開催（参加人
数：５８名）

・アラ還（暦）健幸講座
（６０歳前後の男性に対
する健康づくりに関する
講座）を４回開催（参加
人数：３３名）

◇後方支援病床の確保

　渥美病院が、平成２６
年１０月に地域包括ケ
ア病棟５５床、１１月に
医療療養病棟２５床を
開設（レスパイト病床含
む）。開業医の後方支
援病床として確保

◇介護の取組

・家族介護支援教室を１
０回開催（参加人数：５８
名）

・ 認知症介護支援教室
を１０回開催（参加人
数：９８名）

◇介護予防の取組

・ 認知症予防教室を９
回開催（参加人数：１１０
名）

・ 口腔教室を４回開催
（参加人数：５２名）

◇家族介護者への支援

　家族交流会を６回開
催

◇介護予防の取組

・歯科衛生士による講
話を４回実施（参加人
数：６９名）

・管理栄養士による講
話を４回実施（参加人
数：７０名）

◇ボランティアの育成

　地域活動のボランティ
アとして活躍できる人材
を育成する講座を８回
開催（参加人数：１２６
名）

◇団地を中心とした地
域包括ケアの取組

・けやきいきいきプロ
ジェクト
　ＵＲが管理する豊明団
地において、市、ＵＲ、
衛生大、自治会の連携
の下、地域包括ケアの
取組を開始

・バリアフリーマップ作
成

・暮らしの保健室開設
（２７年３月）

３ 


